
① 特集号 広報 

ユニゾン 

UnisonUnison
No.２１　平成２２年６月発行 

Unisonとは、音楽用語で一つの旋律を全部の音声が歌ったり演奏する意味から、すべての
人が性にとらわれず、同じ立場で意見を主張できる社会の実現を願って名付けました。 

編集・発行　八潮市まちづくり企画部人権・男女共同参画課 
〒340－8588　埼玉県八潮市中央１－２－１ 
Tel　048－996－2111（蕁　811）　 
Fax　048－995－7367 
URL　http：//www.city.yashio.lg.jp

★もくじ★ 
○ 男女共同参画週間………………………………… 
○ 「八潮市配偶者等からの暴力の防止及び被害者 
　 の支援に関する基本計画」を策定しました…… 
○ 人権・男女共同参画課からの募集とお知らせ… 
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６
月
２３
日
貉
〜
２９
日
貂
は
、
男
女
共
同

参
画
週
間
で
す
。
 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、「
女
だ
か
ら
」

「
男
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
ず
、
男
女
が
共
に
尊
重
し
合
い
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
々
の
個
性
を

大
切
に
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
自
分

の
意
志
で
選
択
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま

す
。
 

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
！
 

　
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
、

犯
罪
と
な
る
行
為
を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
市
で
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
防
止
と
被
害
者
の
保

護
、
自
立
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
「
八
潮
市

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
支
援
に
関
す
る
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
 

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
ま
し
た
。
計
画
書
は
、
市
役
所
８
４
０
情
報
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所
駅
前
出
張
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
 

計
画
の
期
間
 

平
成
２２
年
度
か
ら
２４
年
度
 

 基
本
理
念
 

暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
 

 対
象
と
す
る
暴
力
 

・
配
偶
者
（
事
実
婚
、
元
配
偶
者
を
含
む
）
 

・
交
際
相
手
 

 4
つ
の
基
本
目
標
 

①
暴
力
防
止
の
た
め
の
啓
発
の
推
進
 

②
被
害
者
の
早
期
発
見
及
び
相
談
体
制
の
充
実
 

③
自
立
の
た
め
の
支
援
体
制
の
充
実
 

④
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
の
推
進
 

　
６
月
２２
日
貂
〜
２７
日
豸
の
間
、

「
女
性
を
変
え
た
モ
ノ
た
ち
」
を

テ
ー
マ
に
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ

ク
ス
で
、
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
 

男女共同参画社会とは… 
男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会 

男
 女
 共
 同
 参
 画
 週
 間
 事
 業
 

  

パ
ネ
ル
展
 

「
女
性
を
変
え
た
モ
ノ
た
ち
」
 

仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自らの希望
に沿った形で展開でき、男女がともに夢や希望を実現 

ひとりひとりの豊かな人生 

○男女がともに主体
的に地域活動やボラ
ンティアなどに参画
することによって、
地域コミュニティが
強化 
○地域の活性化、暮
らしの改善、子ども
たちが伸びやかに育
つ環境の実現 

地域力の向上 
○家族を構成する個
人がお互いに尊重し
合い協力し合うこと
によって、家族のパ
ートナーシップが強
化 
○仕事と家庭の両立
支援環境が整い、男
性の家庭への参画も
進むことによって、
男女がともに子育て
や教育に参加 

家庭生活の充実 
○女性の政策方針決
定過程への参画が進
み、多様な人材が活
躍することによっ
て、経済活動の創造
性が増し、生産性が
向上 
○働き方の多様化が
進み、男女がともに
働きやすい職場環境
が確保されることに
よって、個人が能力
を最大限に発揮 

職場に活気 

※内閣府ホームページ参照 

ドメスティックバイオレンス 
についての相談窓口 

・八潮市人権・男女共同参画課 
　蕁　８１１ 
　　月～金　午前８時３０分～午後５時 
　（祝日・年末年始を除く） 
 
・埼玉県配偶者暴力相談支援センター 
　蕁０４８－８６３－６０６０ 
　　月～土　午前９時３０分～午後８時３０分 
　　日、祝　午前９時３０分～午後５時 
　（年末年始を除く） 
 
・埼玉県東部中央福祉事務所 
　蕁０４８－７３７－２１３２ 
　　月～金　午前９時～午後４時 
　（祝日・年末年始を除く） 
 
　緊急の場合は１１０番 

内 


